
中
環
審

部

会
汚
水
処
理
サ
ー
ビ
ス
国
際
展
開

Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｆ
で
活
発
な
意
見
交
換

食
料
・
水
・
気
候
変
動
を
テ
ー
マ
に

環
境
省
は
９
月
２７
日
、
東

京
・
霞
が
関
の
同
省
会
議
室

で
第
５０
回
中
央
環
境
審
議
会

循
環
型
社
会
部
会
（
部
会
長

・
酒
井
伸
一
公
益
財
団
法
人

京
都
高
度
技
術
研
究
所
副
所

長
）
を
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
で

開
催
し
、
新
た
な
循
環
型
社

会
形
成
推
進
基
本
計
画
の
策

定
に
向
け
た
具
体
的
な
指
針

案
を
打
ち
出
し
た
。
下
水
・

浄
化
槽
汚
泥
な
ど
の
循
環
利

用
や
汚
水
処
理
サ
ー
ビ
ス
の

国
際
展
開
な
ど
を
促
進
し
て

い
く
。

当
日
は
同
省
の
角
倉
一
郎

環
境
再
生
・
資
源
循
環
局
次

長
が
冒
頭
あ
い
さ
つ
に
立
ち

「
本
日
は
指
針
案
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
た
だ
き
、
次
期

計
画
原
案
の
と
り
ま
と
め
に

つ
な
げ
た
い
。
活
発
な
議
論

を
お
願
い
す
る
」
と
述
べ
、

一
層
の
協
力
を
要
請
し
た
。

指
針
案
は
①
循
環
型
社
会

形
成
に
向
け
た
循
環
経
済
へ

の
移
行
に
よ
る
持
続
可
能
な

地
域
と
社
会
づ
く
り
②
動
静

脈
連
携
に
よ
る
ラ
イ
フ
サ
イ

ク
ル
全
体
で
の
徹
底
的
な
資

源
循
環
③
多
種
多
様
な
地
域

の
循
環
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と

地
方
創
生
の
実
現
④
資
源
循

環
・
廃
棄
物
管
理
基
盤
の
強

靭
化
と
着
実
な
適
正
処

理
・
環
境
再
生
の
実
行

⑤
適
正
な
国
際
資
源
循

環
体
制
の
構
築
と
循
環

産
業
の
海
外
展
開
の
推

進
―
―
な
ど
５
項
目
で

構
成
。
環
境
保
全
を
前

提
と
し
た
循
環
型
社
会

の
中
長
期
的
な
方
向
性

を
示
す
。

こ
の
う
ち
生
ご
み
・

し
尿
・
浄
化
槽
汚
泥
・

下
水
汚
泥
な
ど
の
有
機

廃
棄
物
に
つ
い
て
は
肥
料
や

エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
循
環
利
用

を
促
進
し
、
持
続
可
能
な
環

境
保
全
型
の
地
域
産
業
と
し

て
確
立
す
る
。
下
水
道
や
浄

化
槽
の
国
際
展
開
で
は
そ
れ

ぞ
れ
の
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し

た
包
括
的
な
汚
水
処
理
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
。

同
部
会
で
は
来
年
３
月
を

め
ど
に
第
５
次
基
本
計
画
の

原
案
を
作
成
し
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
た
う

え
で
６
月
頃
に
閣
議
決
定
を

め
ざ
す
方
針
だ
。

経
済
産
業
省
と
国
立
研
究
開
発
法
人
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構
は
１０
月
４
〜
５
日
の
両
日
、

東
京
・
千
代
田
区
の
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
で
「
Ｉ
ｎ
ｎ
ｏ
ｖ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

ｆ
ｏ
ｒ

Ｃ
ｏ
ｏ
ｌ

Ｅ
ａ
ｒ

ｔ
ｈ
第
１０
回
年
次
総
会
」
（
Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｆ
２
０
２
３
）
を
開
催
し
た
。
７９
の
国
・
地
域
を
代
表
す
る
政
府
関
係
者
や

国
際
機
関
、
産
業
界
、
学
界
な
ど
か
ら
約
１
７
０
０
名
が
参
加
。
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
不
可
欠
な
技
術
革
新
を

実
現
す
る
た
め
、
食
料
・
水
・
気
候
変
動
な
ど
を
テ
ー
マ
に
活
発
な
意
見
交
換
を
繰
り
広
げ
た
。

第
１０
回
の
節
目
を
迎
え
た

Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｆ
は
地
球
温
暖
化
対

策
の
鍵
を
握
る
技
術
革
新
に

つ
い
て
世
界
の
産
学
官
の
代

表
者
が
協
議
す
る
国
際
会

議
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
分

野
に
お
け
る
１０
の
国
際
会
議

を
一
体
的
に
行
う
東
京
Ｇ
Ｘ

ウ
ィ
ー
ク
の
一
環
と
し
て
実

施
さ
れ
た
。

化
石
燃
料
か
ら
ク
リ
ー
ン

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
中
心
と
す
る

経
済
・
社
会
・
産
業
構
造
へ

の
転
換
を
め
ざ
す
東
京
Ｇ
Ｘ

ウ
ィ
ー
ク
は
脱
炭
素
と
経
済

成
長
を
両
立
さ
せ
る
Ｇ
Ｘ

（
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ

ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
の
促
進
を

目
的
と
し
て
い
る
。
期
間
中

は
Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｆ
を
は
じ
め
第
６

回
水
素
閣
僚
会
議
や
第
５
回

カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
産
学

官
国
際
会
議
な
ど
が
連
続
し

て
開
か
れ
た
。

Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｆ
２
０
２
３
で
は

食
料
・
水
・
気
候
変
動
に
関

す
る
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
展
開
。

イ
ス
マ
イ
ル
・
セ
ラ
ゲ
ル
デ

ィ
ン
元
世
界
銀
行
副
総
裁
が

座
長
を
務
め
、
各
分
野
の
有

識
者
が
多
角
的
な
観
点
か
ら

意
見
を
表
明
し
た
。

こ
の
う
ち
水
に
つ
い
て
は

洪
水
や
渇
水
な
ど
北
ア
フ
リ

カ
の
深
刻
な
事
例
を
取
り
上

げ
、
直
近
約
１０
年
間
で
３
分

の
２
の
水
源
が
失
わ
れ
た
と

説
明
。
水
源
の
喪
失
は
世
界

の
取
水
量
の
約
７
割
を
消
費

す
る
農
業
に
打
撃
を
与
え
、

子
供
た
ち
な
ど
の
飢
餓
を
引

き
起
こ
し
て
い
る
。
水
へ
の

ア
ク
セ
ス
が
制
限
さ
れ
て
い

る
人
々
は
全
世
界
で
数
十
億

人
に
達
し
、
今
後
さ
ら
に
増

加
す
る
見
通
し
だ
。
こ
の
た

め
農
業
・
食
料
問
題
を
含
め

た
包
括
的
な
水
管
理
シ
ス
テ

ム
の
構
築
が
急
務
の
課
題
と

な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え

セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
小
規
模
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
属
す
人
々

も
容
易
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る

最
先
端
の
科
学
技
術
を
活
用

し
た
仕
組
み
づ
く
り
が
重
要

と
強
調
。
具
体
的
に
は
「
人

工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
気
候
変
動

緩
和
」
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

作
成
し
、
１２
月
に
ア
ラ
ブ
首

長
国
連
邦
の
ド
バ
イ
で
開
か

れ
る
Ｃ
Ｏ
Ｐ
２８
（
国
連
気
候

変
動
枠
組
条
約
第
２８
回
締
約

国
会
議
）
で
発
表
す
る
。

一
方
、
海
面
の
上
昇
問
題

で
は
海
水
の
浸
食
が
土
壌
を

破
壊
し
、
地
下
水
の
枯
渇
に

も
つ
な
が
る
危
険
性
が
指
摘

さ
れ
た
。
海
面
上
昇
の
範
囲

・
速
度
は
正
確
に
把
握
す
る

必
要
が
あ
り
、
官
民
が
連
携

し
て
対
応
す
べ
き
と
の
認
識

で
一
致
し
た
。

世界の有識者がセッションを展開

循
環
基
本
計
画
策
定
へ
指
針
案

循環型社会部会を開催

角倉次長
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